
岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

永
田
　
裕
二

（
新
風
会
）

本
間 

雄
次
郎

（
覚
悟
の
会
）

三
島
駅
南
口
再
開
発
事
業
の
市
営
立
体
駐
車
場
コ
ス
ト

 

新
庁
舎
北
田
町
案
の
立
体
駐
車
場
は
予
想
年
間
コ
ス
ト

が
１
６
４
台
で
２
，８
４
５
万
円
、
再
開
発
は
４
１
８
台
で

２
，５
０
０
万
円
で
あ
る
。
２
，５
０
０
万
円
で
済
む
の
か
。

 

３
０
０
台
程
度
の
立
体
駐
車
場
で
管
理
運
営
費
が
年
間

約
1
，８
０
０
万
円
と
い
う
事
例
を
踏
ま
え
、
駐
車
台
数
に

見
合
い
支
出
が
増
加
す
る
と
約
２
，５
０
０
万
円
と
な
る
。

稼
働
率
等
を
厳
し
い
条
件
で
設
定
す
る

な
ど
、
安
全
側
に
見
る
中
で
駐
車
場
の

収
支
予
想
を
行
っ
て
い
る
。

 

令
和
６
年
9
月
28
日
の
土
地
区
画
整
理
準
備
組
合
総
会

に
て
、
公
共
施
設
等
の
配
置
計

画
お
よ
び
事
業
費
の
概
算
フ

レ
ー
ム
等
か
ら
な
る
基
本
計
画

案
と
、
業
務
代
行
予
定
者
の
選

任
に
つ
い
て
の
承
認
が
得
ら
れ

た
ら
、
詳
細
な
事
業
計
画
の
調

整
・
協
議
と
法
的
な
手
続
き
を

進
め
て
い
く
体
制
が
整
う
こ
と

に
な
る
。

公
共
施
設
用
地
の
借
地
解
消

 

公
共
用
地
の
借
地
料
は
将
来
の
歳
出
抑
制
の
妨
げ
に
な

る
。
長
伏
公
園
再
整
備
は
借
地
解
消
の
好
機
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

 

長
伏
公
園
の
駐
車
場
用
地
の
約
７
割
が
３
年
契
約
の
借

地
で
、
更
新
時
に
は
土
地
所
有
者
に
意
向
を
伺
い
、
合
意
の

上
で
契
約
し
て
い
る
。
購
入
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
る
と
、

面
積
も
大
き
く
、
多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
た
め
、
土
地

の
評
価
等
を
踏
ま
え
、
市
の
長
期
財
政
計
画
を
考
慮
す
る
中

で
検
討
し
て
い
く
。

 

建
物
構
造
の
安
全
性
の
確
保
は
杭
基
礎
で
対
応
可
能
と

考
え
て
お
り
、
概
算
事
業
費
に
見
込
ん
で
い
る
。
参
考
と
し
て

い
る
地
盤
調
査
結
果
は
、
基
本
設
計
の
段
階
で
建
物
の
規
模
、

構
造
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
地
盤
調
査
と
比
べ
て
、
若
干
の
差

異
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
大
幅
な
違
い
は
な
い
と
考
え
る
。

新
庁
舎
整
備
事
業
の
地
盤
調
査

 

南
二
日
町
の
位
置
条
例
可
決
後
に
地
盤
調
査
す
る
予
定

と
の
こ
と
だ
が
、
市
庁
舎
の
所
在
地
を
決
定
し
た
後
に
地
盤

不
良
が
判
明
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

大
場
地
区
土
地
利
用
事
業

 
三
島
市
に
と
っ
て
雇
用
の
創
出
や
税
収
増
加
が
期
待
さ

れ
る
本
事
業
に
お
け
る
、
事
業
化
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
業

務
代
行
予
定
者
へ
の
移
行
目
途
を
伺
う
。

 

園
内
で
の
手
洗
い
は
大
半
が
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
子
ど
も
等
が
い
つ
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
手
洗
い
場
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

 

楽
寿
園
で
は
駅
前
口
、
お
休
み

処
「
桜
」
付
近
、
郷
土
資
料
館
前
の

３
箇
所
の
水
飲
み
場
と
、
お
休
み
処

「
紅
葉
」
の
ほ
か
、
４
箇
所
の
ト
イ
レ

で
手
洗
い
可
能
で
あ
る
。
よ
り
手
洗

い
が
習
慣
づ
い
た
現
況
に
対
応
す
る

た
め
、
の
り
も
の
広
場
に
子
ど
も
も

利
用
し
や
す
い
手
洗
い
場
の
位
置
や

仕
様
を
検
討
し
予
算
化
を
図
る
。

弓
場
　
重
明

（
覚
悟
の
会
）

楽
寿
園
が
使
わ
れ
活
き
る
都
市
公
園
に
な
る
た
め
に

 

園
内
は
犬
等
の
ペ
ッ
ト
同
伴
の
入
園
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
が
、
同
伴
入
園
を
希
望
す
る
声
が
あ
る
。
ペ
ッ
ト
と
入
園

で
き
る
方
法
を
検
討
で
き
な
い
か
。

 

楽
寿
園
の
入
園
に
つ
い
て
は
、
緑
の
保
全
や
来
園
者
の

安
全
確
保
な
ど
、
施
設
の
管
理
上
、
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
。

犬
を
介
し
て
媒
介
す
る
病
原
菌
や
寄
生
虫
は
楽
寿
園
の
動
物

に
致
命
的
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
ペ
ッ
ト
の
立

入
り
を
お
断
り
し
て
い
る
が
、
楽
寿
園
運
営
委
員
会
に
諮
り

な
が
ら
事
例
を
調
査
研
究
す
る
。

 

高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
定
事
業
所
や
関
係

機
関
と
連
携
し
て
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
、
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
事
後
対
応
と
し
て
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
登
録
事

業
な
ど
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
家
族
に
提
案
し
て
い
る
。

新
庁
舎
整
備
地

 

市
庁
舎
は
災
害
時
に
お
け
る
重
要
施
設
で
あ
る
。
南
二

日
町
広
場
は
地
震
災
害
時
、
軟
弱
地
盤
で
の
液
状
化
の
可
能

性
が
あ
る
。
な
ぜ
事
前
に
地
盤
調
査
を
し
な
い
の
か
伺
う
。

 

南
二
日
町
広
場
は
、
既
存
の
資
料
等
か
ら
地
盤
の
状
況

は
確
認
し
て
お
り
、
実
質
的
な

調
査
は
、
多
く
の
公
共
工
事
と
同

様
に
、
基
本
設
計
の
段
階
で
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。
地
盤
調
査

を
建
物
の
配
置
や
規
模
、
構
造

が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
実

施
し
た
場
合
、
設
計
段
階
で
再

調
査
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

徘
徊
者
・
浮
浪
者
・
行
旅
人
等
の
対
応
と
対
策

 

行
方
不
明
者
の
中
に
、
高
齢
者
の
徘
徊
事
例
が
多
く
見

聞
さ
れ
る
。
認
知
症
等
の
進
行
に
よ
る
徘
徊
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
そ
の
対
策
を
伺
う
。

病
児
・
病
後
児
保
育
と
少
子
化
問
題

 

病
児
・
病
後
児
保
育
の
申
し
込
み
を
分
か
り
や
す
く
す

る
と
と
も
に
、
当
日
対
応
も
可
能
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。 

病
児
保
育
を
実
施
す
る
医
療
機
関
側
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
原
則
前
日
予
約
で
あ
る
が
、
当
日
の
連
絡
で
も
態
勢

が
と
れ
る
場
合
に
は
、
受
け
入
れ

が
可
能
で
あ
る
。
当
日
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
分
か
り
や
す
く
周

知
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
お
願
い

し
て
い
く
。

 

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
人
員
削
減
や
、
国
・
県
か

ら
の
事
務
の
権
限
移
譲
等
に
よ
り
業
務
量
が
増
え
、
職
員
一

人
一
人
の
負
担
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
業
務

の
D
Ⅹ
化
や
職
員
の
能
力
に
応
じ
た
適
材
適
所
の
人
事
配

置
、
さ
ら
に
は
、
優
秀
な
職
員
の
採
用
等
に
努
め
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
職
員
の
働
き
方
改
革

 

市
の
職
員
の
働
き
方
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
大
き

く
影
響
す
る
。
職
員
の
業
務
の
あ
り
方
や
一
人
一
人
の
仕
事

量
は
適
正
か
。

髙
田
　
康
子
　

（
緑
水
会
）

沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

 

三
嶋
大
祭
り
は
三
嶋
大
社
例
大
祭
に
合
わ
せ
実
施
し
て

い
る
。
古
く
は
旧
暦
８
月
の
二
の

酉
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
明
治

４
年
に
８
月
16
日
を
例
祭
日
と
定

め
た
経
緯
が
あ
る
。
日
程
を
旧
暦

と
す
る
こ
と
は
１
５
０
年
以
上
続

く
長
い
歴
史
、
伝
統
を
変
え
る
こ

と
と
な
り
、
市
民
に
と
っ
て
も
難

し
い
こ
と
と
考
え
る
。

三
嶋
大
祭
り
の
昔
と
今
と
こ
れ
か
ら

 

運
よ
く
台
風
を
免
れ
た
今
年
の
三
嶋
大
祭
り
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
客
観
的
な
デ
ー
タ
や
新
た
な
取
り
組
み
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
た
総
括
を
伺
う
。

 

令
和
６
年
度
の
三
嶋
大
祭
り
は
台
風
等
の
影
響
が
あ
り

例
年
よ
り
少
な
め
の
43
万
人
の
来
場
者
で
あ
っ
た
が
、
延
べ

１
２
，０
０
０
人
の
市
民
や
団
体
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
新

た
に
開
催
し
た
大
盆
踊
り
大
会
で
は
約
２
，５
０
０
人
の
参

加
者
が
あ
り
、
市
民
の
祭
り
に
対
す
る
喜
び
や
情
熱
、
郷
土

愛
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

異
常
酷
暑
対
策
と
し
て
日
程
に
つ
い
て
検
討
は
必
要
。

三
嶋
暦
師
の
館
を
有
す
る
ま
ち
と
し
て
、
祭
り
の
日
程
に
旧

暦
の
活
用
を
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
助
成
等
の
子
育
て
政
策

中
学
校
の
技
術
科
、
家
庭
科
の
指
導
体
制
の
充
実

７
年
度
か
ら
４
年
間
使
用
さ
れ
る
中
学
公
民
教
科
書

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
状
況
確
認
作
業

市
職
員
の
人
事
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